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今日の処合住宅のフランタイフは.nDK (nは寝守そに
なり得る宅数)で表わされるように.ダイニングキ yチ
ンを核にした間取りのものが主流て。あり.加えてリピン
クダイニンクキ yチン (LDK)のものも絞近増えてきて
いる。そしてこれらの住宅の中で想定される生活保は，
DK盟では.DKで食町長を照り他の部屋1;1家族貝の秘宅
に充てる.いわゆる食寝分離引の{主み方であり.LDK 't!1 
では、LDKを食事・たんらんをはじめとする家庭内の公
的生活行為に.他の部屋を家族只の寝宅に充てるという
公転宅分離引の住み万である。そして今日までの集合住
宅て'のUo生汚の展開をみると. DK型に代ぶされる集合
住宅の中で食寝分緩 ・就寝分離は向い比不で達成されて
きた。食枝分荷量 ・就枝分離はう生成されているものの.食
寝分離型の{主'主活から公私案分離型への住生活の展開が
実態として不明確である。この点に注目して.昭和50年
度から始めた公団住'f:..公手i・{主主.民r:l<'ンショ J と続
〈一連の研究1)を通して明らかになった{士み方は.いわ
ゆる食枝分離型でも.公平L室分縦型でもない「ワンルー
ム的住み)jJとでもいえる ものてーあった B澗伐にあた り.
i ) DKにおいて食 'J~を伐るというスタイルの完全な定
杭 i)tF.， i内における家具のiet的 ・質的氾，'!i. i)イス
時とユカ座というこつの起居係式のi昆イt:.などがチ:t!:、さ
れ.実際その通りであったが.それ以上に我々の注目を
づい、たのが.このワ/ルーム化現象であった。 ここでパ
う「ワンルーム的住み)jJとは. きわめて強い個室裂ボ
があるものだけに私ネを確保し.残りのか;実をワンルー
ム化して使う{主み)jである。このワンルームは、DK. 
LDK部分を伎として二宅以上が一体化しそこで休息 ・
家事 ・就泌など家族各uの燦々な生活行為が.公.fl.、生
活I，Lj[面にわたって多段に疑問されるのである。
ところでこのワンルーム的住み万は.公営住毛(2 [， 
K+子f航空n.公団{主'む(3 D K l.ft':fl[J<，ンション (3 
LDK)へとその規枚 ・半面Iプランが拡大.発展する流れ
の中で見ると二つめ現わ1}jをしている・Ji-が明らかに
なった。その一つ{ふ焼肢の小さいl主rI及びDKプラン
(3 DKまで与くらい)において. そのj吏さのためにワ
ンルームを発生させるというものである この場合.ワ
ンルーム内には多微な生活が1.sHtする ので，家族符n
の生活時liJのズレによる空間転用によって住宅内のHd子
を保と うとする.いわば狭さの解決策としてのワンルー
ムである。もう一つは.1，閏寄ら一定確保され.その卜，てv
Iよい公害F1:tmが与えられているようなH'.P(3LDKlに
おいて.公コ在宅問のJよさは一定限確保されているのに.
隣接室をaに取りこんでワンルームとして拡大していこ
うとする.いわば千貫徹的なfsIJ由を持つワンルームてある
後朽の伯母i的なml)l(Uを持つワンルームにIl(lしては.犯に
今後検討を深めてし、〈段階であるが.しかし侠さの解決
策としてのワンルームで形成された公本全附を1¥升与条件
として11I 1*1にぷ抗すれば.それでワンルーム化現象は.
停止するというむのてはない それは規伐の拡大に1'1'っ
て狭さの解決策としてのワンルームのタイフの'1'てはは
られなかった新たな住生活の要求.例えば依存であった
り.夫婦の趣味などの要求がIJIe:Lとすること が新たな袋閃
となって.ワンルーム化現匁はやはリ現われてくるとい
うことである この点に注LIしたい。
集合住宅のf主みんを住係式の~展過f'l'.の '1'でとらえる
こと.そしてそこで比られるワンルーム化現象を集合ft
官の設計にとう反映させていくのかというみ題に付する
一つのfZEIとしてi立;7づけることが本研究の重要な.6凝
である。
、 ，??
'{: 
廊ド部分は板敷.残り 3S創立畳敷である.という 4つの
共通した特徴を持っており.DK型と K型の柑J主点は.
K型の方がDK型よりも 2畳ほど狭〈細長い形になって
いること.便所の前に DK型のみ判mの収納'中間がある.
というこ点だけである.
凋食対象世帯は.分譲 ・賃貸をとりませ，また子供の
1ド令が幼児から高校生ぐらいまで全般に分布するように
配慮し昭初51年11月に.ヒアリング調査 (主婦)とプ
ラン扱取を実施した (イI効対象世帯69戸)。
調査対象i止併の特徴を「公団住宅入居者調査報告}一
昭和48年度版関西支社Jの一般分殺住宅3DK.賃貸住
定3DK.及ぴ賃貸住宅3Kと比較する中で見てみると.
夫婦と子供2人の核家扶が代表的であり，これは く入居
省平均〉のうちの 〈夫婦のみ〉を除いた傾向と一致する
(本調査では.予めく2人世帯〉を調査対象から除いた)。
世帯主は.30オ後半で大阪市内に勤務するホワイトカ
ラー .主婦は育児ltIl.あるいは少しH寺間的余怖ができて
仕事を持つ人も現われてきている段階というのが.平均
的な家族型といえる。
これらの判幣は.公団住宅の金入屑者平均のうちて二
〈夫婦のみ〉を除いた部分と重なる。つまり平灼よりも
幾分成長した世幣であるといえる。
2.ワンルーム化傾向!の分析
ここでは. 多くの世帯でなされているワンルーム的住
み方の特徴を.物理的指僚 (間仕切りの間関状態.暖房
の範囲.家具の配置.起居様式).生活行為的指標(公的
安問と彩、的宅問の関係.家族成只の生活時間)の二函か
ら分析をぷみ.このような住み}jの現われてきた婆因を
居{主
なお， 速ーの{主み}J研究では.公常{主'七 ・公開住宅 ・
民r:t17ンシ ョン とその対象を変{じさせ.規似の鉱大.‘l' 
曲iプランの展開の中て1 ワンルーム化現象を迫求してい
るが.本報管では.30Kプランの公団(主主と 3LDKプ
ランの民間マンショ ンを付象と して係リあげた。これは.
公営住宅の居住者階層が.公団{主'1S.民間]7ンション府
住者階屑とかなり異なり.ワンルァム的住みJjーという点
では共通するが.その性絡が符燥なため今回の比較検討
からははずした。公営住宅の住み}jについては.また別
のI易で扱う。
1.公団3D K (K)型住宅の住み方
1.慨要
公団住宅の代表的なプランは.食ね分離・就泌分離を
1主みJ;の柱とした 2DK'3DK住宅であるが.本調査
では.ワンルーム的{主み}jが特に多〈現われている 3寝
室~に対象を絞り.ワ ンルーム的住み方の特徴.発生の
袈図を調べる。
調宣対象プランは.公団住宅3D K. 3 K型のうちで.
最む一般的な型を各lプラン選ぴ(図ー1-a. b).多
微な住要求.f主み方を抽出するために.屑{主年数に10年
経!支の幅を持たせ，堺市新金問団地.河内公野市金剛l干l
地 (いずれも昭和40-43年連設).堺市泉北ニュータウン
団地(昭相47-50年法設)の三団地を調査対象に設定し
た。なおこグ)0K型. K型の両フランは. i )DK (K) 
と6笠は. 4枚引退い}iで仕切られており.間仕切りを
取りはずしやすい.ii) 6畳と北4.5畳の間は2枚の引j!tl
い戸であり.取りはずしが容易である. i)l'n4.5畳は.
玄関僚にある独立性の向い部局て・ある.iv)OK (K)と
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公団住宅3DK型プラン図-l-a
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間仕切の状態(全It帯691;)
己目巴CbESBコ
日日コ面白
る ( 50戸 /611'が 2 窪または 3 室を一体でU~/J}ー している .
不明8戸)冬l抑止寒さのために間仕切りを閉めきって.
生活の中心の主を暖房 (熱容註の小さい眼房器または
ホームコタツによる)するため.ワンルームの広がりが
夏とはNって小さい傾向が強かったものが.熱容益の大
きい暖房器只.の1J入によって.複数の宅を一体化してH5.:
)}}することが.ワンルームを引き起こす術短的要因と
なったものである。
また家具の自己訟を見てみると.全t主'ちにおいて何らか
の十母子式家れが~*ffl されている。 そして DKが板間であ
るため置かれている公的精子式家具 (食卓.食器棚.ワ
= = 2町分1・utι，
ーー一 明'τnをう
住田{色:集合住宅におけるワンルーム化現段
t。
図-2
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さぐる。
①物理的指標からみた1主み万
ワンルーム的住み)j(i.f主戸内のしつらえのうち.特
に部屋と部屋の問のIMl仕切りに特徴的に現われる。そこ
でワンルーム的住み)jを fJll仕切りを機々な}j法で宏史
し，2室以上の空IlIlを一体的に使う住み)jJと定旋する
間仕切リの変量!(:t.， 多憾な形態を係って多くのi!t管で起
こっている (図-2参照)。 ワンルームが特に発生レやす
いのは. DK (K)と6企の問 (90%の住宅で発生)で
ある。これは台所用の家れの精力日に1宇いDKに収まりき
らない家具が6畳へはみ出すためである。DKを中心に
した2室ワンルーム.さらには北4.5畳をもとり込んだ3
釜ワンルームの発生は.合計91%の住戸で認められた
復数の居室が一体可能な場所において.間仕切りはワン
lレーム要求のために被極的に変更されていることがわか
る。
Ikに暖房の仕万とその範閥について見てみると.近年
熱容量の大きいストープやヒーターが市販されるように
なってきているが.これらを利用する住戸 (54戸/611ヘ
ィ、明8戸)では， 2・3宗を同時に暖房する万が任済的
であることが，ワンルーム化の一因となっているといえ
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ゴン等)がDKから他を(主に 6 畳. きらに~t4 5畳)へ
拡がり.一方勉強室としての住みんのす多い北4.5畳から怠
的椅子式家具 (ステレオ.ピアノ.竪理ダンス等)が他
室(主に6畳)へ拡がるという傾向がある。これらが6
畳で一体化し.かつ6長に尚子座の性格を持つ起居機式
を促すことが.ワンルーム化の一つの動機となっている
(j皇統2室または 3室に椅子式家具が広がっている住戸
は48戸/69戸)。
さらに起居線式を見るために.起屑様式を決定する強
い要因となる床材として何が用いられているかという市、
に着目すると.遮音性・保温性にEZみインテリア材とし
ての性絡を持ち.かつ安価であるカーペットが. 98%の
住戸において採用されている(2~以上にカーペソト使
用は46戸/68戸.不明 1戸)。またこのカーペソトの存症
が.連続 2~の一体感を出す. 2室開の敷居を隠すとい
うことでワンルームの進行を支えている。それ以上に畳
敷きの部屋に椅子式家具を置く場合に畳を傷つけずにす
む. DKなど板床部分にも座るなどの行為ができる咽と
いう点で床座 ・椅子座の折衷様式を可能にしワンルーム
内における新しい起居様式を決定する意味を持つ。
以上4つの軸をまとめると，カーペット類の普及.椅
子式家具の増加.暖房器具の発達.そしてフスマ‘ガラ
ス障子など可動間仕切りの存在等が.ワンルーム化を促
進させる物的要因といえる(図-3参照)。
②各部屋の使われ方とワンルーム化
ワンルーム的住み方がどのような{主要求の反映された
ものかを各部屋の用途から見てみると次のようになる。
住戸内で公?をとして使われるのは. DKと6畳で.こ
のとき 6畳は. DKとワンルーム化して居間としての機
能を受け持つが.これは前述したようにDK内の台所家
具の培加による DK拡大要求にもとづいている面が強
し、。
一方紅室(個室)のとられ方は.子供の年令によって
変化する。つまり子供が幼児の段階ては.子供のプライ
パシー要求は存在せず.夫婦いずれかの専用化要求の強
い.例えば主婦の内戦室であるとか.夫の仕事率あるい
は趣味~等としての利用の場合だけが伺室として独立す
る。ところが子供・が就学2. 3年前になると夫婦と子供
の分離就寝カf行なわれるようになり.長子が小学生の段
階になると.長子の勉強室のための宅問として個室が確
保されるようになる。さらに子供が中 ・高生の段階にな
ると.子供の人数に応じて個室が複数確保されるように
なる。以上長子年令を三段階に分けて.子供の夜、室要求
と確保の状態をみたが.それとワンルームの広がりの関
係をみると.学令に達した子供の勉強室としての個室要
? ??
居
??
求は強<.またこのとき子供の勉強と就寝は一体化して
おらず.勉強は南4.5畳.就寝はワンルーム内で行なわれ
る。そのためワンルーム内には，夫婦就寝と子供就寝と
いうこつの私的な行為が含まれ.居間部分と夫婦寝室を
兼用する「公私重複jや. 夫婦と子供の集中就寝という
「私々重複Jが起こる。この傾向は.子供の成長ととも
に一層強まっていき.子供ーが中・高生になると勉強と就
寝の機能が一体化した子供室として. 2室が確保される
ような状態に変化していく。そして.強い個室要求を持
たない夫婦就寝は，ワンルーム内へ押し込められ.その
結果ワンルームは.狭い公私室複の空間となる。K型プ
ランでは.このとき食事室と居間が重なる場合において.
食寝非分維となる。これらワンルーム化と子供宅確保の
ぶつかりあいは，家族内における親と子の空間分離の過
程であるといえるが.子供室確保は常に夫婦寝室と居間
f供が幼児 勉強唱に行く F供がいる
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図-4 夕食以降の家族の生活時間の重なり
( 4 ) 
るので家族全只が顔をあわせない。
以上夕食後のワンルームの手1IfIlは.時間により大きく
安化する d つまり.伎の前半{ふ j-Qffiと子供の.あるい
は家政令uのセ問であり.後半は.犬ωの・4宅1m.あるい
は刊共の徒主と犬ωの-rR問が革問したものといえる こ
のようにワンルームは.家族全只が使い. t~々な行為や
JtJj盆が入りこんでいるが.1寺Il日によって使)Ij;lンハー や
I~mrl 的が変化するために.夫々の行為があま')爪掬さ
れないように使いこなされているのが特徴である 全体
として.ワンルーム内は.だんらんに似われているとい
うより.公・ fJ、にわたるさまざまな住生治行為の，J!.I幣ヂ
11になっているといえる。
1. 3 LDK型民間マンションの住み方
1. 1み )jの慨梨
t・J~虫としたマンンョンは.公l-tj3 DKよりも約10m'大
きく.しDK部分がイスサで与えられた 3LDK'¥"7ラン
35f;である しDKの{立置によって<It't'LDK 20f;とt/I，'l'!
LDK 151;の 21+矧がある(図-5 ~tの 6 fl:tH虫、工性が
，'，い、が.制l毛2室は LDKと引必い戸て'Iml:切られJ虫、I
1'1はflh、 このフランは北の6笠と 2つの千"引かじ、Lij.
LDKヵ、公去として与えられているが.J札Itにt:e¥、h':H[J?
ンJ ヲンの特性から不完全な「公弘奈川目 たといえる
!片付:れの'ぷfiHι成は.夫婦と子供2人の仏米政がM:I_，
多い ・ι活スタイルでは公|丹民一住折と同級に. 各家紋μ
の'U，1iIJ，y!il1かl;fらlまらであるのが特徴である 12に1
'1'ii:のr;l屯lI.yl昔lはi笠いので.て炉供が士))なくて就寝時HJIが
'J'.ぃ場合などは.特に夕食1立び夕食後の'U活にすu，主い
が'主してくる また子供が成長してくると， +<!l屯後の1与
IlIIが門ぃ 'I~や:l(ljJJjいに i変われたリ. 子供ヰミのN.!mが多く
な 3たりするので. この場合Lすれi主いカリiし弘い }し
たかって.家肢がそろって顔を合わせるいわゆる たん
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に矛I百を強い.その結束ー としての公夜、宅復と打、々 'f¥惚';1.
同一でlHl内に彩、的家 ~t. と私的家具を[7í_くことによる・ヂ1111
の狭小化や.一つの宮IlW.で同時に三怖の行為が安ボされ
る吟合.公f1.磁波ではf1.的行為が. 彩、々日Ii桜では 5~\ 、・要
求のfJ、的行y.~が犠牲になるという問題を発生させる
3.生活札予Iflと生活行為
本節で1;1，ワンルーム化を生む背景についてi:として
生活時IUWI/jj!;:に注Hして.家族只耳1]. 生活行為別にみ.
公 ・ 4孟ヰiの家b):h比 n~1j の 1史い Ji を点験することにより .
ワンルーム的住みんーの特徴である公室における多械な月j
j会のA阪がなぜ姶生するかをA号察する内
①家bX貝 ~)II 生活時1111 と住生活
世宇野i:の帰宅1去の生活は.平均3時間で主に居間でテ
レビを凡るなどの休息をしてすごす。玉rH幸えなどのf1.(I"J
な行為もli!:rJJで為されている 主婦は.夕方以降主に夕
食の4倫・あとかたづけてDKを荷量れられす.だんらん
などにも"ながら参加"という状態である 子供の夕食
後の:上活を~.!.てみると.幼児では遊び中心l二平均 2-3
時1m. 小学校fJ~学年では幼児とほとんど同じであるか.
什手年になると勉強のため個室へ行くまでの 1~，'H::Hl と
を遊びの円的て.'1学生以上では.さらにこの傾向が強
まリ 11キ1:1はと'休惣のためI，'H日lにいる。このようにワン
ルーム内には. 家族全l~の公と K 動と紛の相刈、乙する
行為が!制高していることがわかる。
次に1=.活行為日1Iにはてみると.夕食lふ lit-l背 ì:の'h，~'む
が退いため会u摘わない家l長が半数あリ.その地合1;骨f
.tは.家狭のたんらん小または.チ{共の勉強中に一人で
食事を』買っている たんらんは.世管主の帰宅時HfJと.
子供の就寝時間.側主へ勉強に入る時間によって以トの
6つのパターンに分けられる(図-4参照)
a. 夕食をみんなで食べその後公室内でだんらん， 子
供が小さいので. f-fjtが寝るまでの3時間ほどが
だんらんに充てられる。
b. aと削除
F供か勉強iのため夕食後の約 1時Il"休惣し.勉強
:Hに移る。この1I1がだんらんとなる 子供が勉強
慌に入った後ワンルームは夫婦の全IlIJとなるの
c 夕食に計帯主が欠けるが.だんらんは全μ姉うの
子供が小さいのて一子供がねるまでがだんらんに充
( 5 ) 
てられる
d. cと同級
子供カ、勉強不に人るまでがだんらん 2 その後ワン
ルームli1:似の全削.そしてJ.:Mの空間となる
e. i片手官i:の向}'むがi笠<.家族全uが顔をあわせない
f. li片手符iーの州'むかi笠<. チ供む勉強のため1問主に.ft
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らん」といった生活はあまリ充実していなL、。しかし個
人の生活内容という点では公I刊の肘住者よりも多俗化し
ている。世裕士'.tJ:帰宅後， TVをみるだけでな く.仕事
の残りや読みをしたり f:ft!iをIH~、たりしている 。 また
何らかの雌l沫(M.木・写Jl・UD/u大[)を持つ人も多い。
また主婦も. お~~ ，おイヒ， i下紋;立花づくり等の越日止を
持つ人が非常に多い。これら各{閑人の生活が独自のサイ
クルで展開されつつ，その後l_i:で家族のコミ ュニケー
ションが保たれているといえるの
さて.こういった生活スタイルと「公私宅型jの3LDK
型プランとの対応関係を以下に述べる。
2， 4つの紬からみたワンルーム化傾向
まず宅聞のしつらえと郁鼠の使い方について， 4つの
軸を設定してワンルーム化傾向を分析する。4つの刊と
は.間仕切の|別問状態.日左/}}の万法と範囲.家.u.の配置，
起居隊式である これらの各紬からみたワンルームの広
がりは表ー lに示すとおりである
まず間仕切の問問状態であるが.括質型 LDKは，I+';の6
笠との間仕切を閉めてしまうとしDKがあんどん雫問と
なるために.しDKと初室2~i.の引退い戸 2枚分を聞けた
ワンルーム化が，13/15戸でみられる。家族が成長してく
ると.就寝の時だけ閉めるものが13戸のうち 81Iある。
縦型 LDKは， LDKと南の6笠Jlぴ4.5畳のmlf上切をIU:jめ
きっても保光上問題はないにもかかわらず，15/201;で聞
けられているのが注目される
この開放された空間での冬期の住み方をみるため.次
にH是fJ}グ)}j法と範囲に着目するn 間仕切の開校によるワ
ンルーム的情nnは大型眼房総l~で一体化してH~))J される
ことが多<， 29/35戸がこれにあたる。ょの傾向は縦型
しDKて寸寺に悠くみられ.結hIや'45気・案内の汚れの心配
が少ないクリーンヒーターがかなり持及している。倹型
LDKでも一体化して岐切されるが.市の 6笠が居間にな
り易いため.コタツも同時に活用されるのが特徴である。
LDKと耐のHl:や4.5畳がワンルーム化された場合そ
居 て千
こでの公的行為・+1..(10行為の展開を家具の配置から検討
する。家具を.公的家具 (食卓・応接セ y ト・座敷悦・
個人用以外のコタツ・ TV・ステレオ等)と.私的家具
(ベッド・勉強机・タンス等)の2つに大思Ijし各々の
jム・がりと重なりをみる。
+1..的家具はほとんどの場合.北の6畳と和室2室に収
まる。ところが公的家具は LDKのみには収まらず.縦型
しDKで11120戸.俄型 LDKで12/15戸が和室へも広がっ
ている。公的家H.'J:，長子が小学伎の高学年くらいにな
ると増え始め.以後高校生くらいまでの間は，LDKと主
にl有の6畳l室とに広がる。小学校の低学年までのHlHま
家具自体が少ないため.また大学生以上では私的家具が
増加するため.それぞれLDKのみに収っている。縦型
LDKでの公的家具の広がりが横型 LDKに比べて少ない
のは.公的家具自体の少ない幼児世宇野が7戸あるためで
ある。南の6畳は， .fj，的家具であるタンスとこれらがi]1
複した空間になる このことから.間仕切や暖房による
しDKと南の 6笠のワンルーム化は，公と似の重複を含む
公的行為の拡大が一因だといえる。
段後に起居械式の点からみると， LDKはイスザ.1有の
6企及び4.5畳はユカザとして与えられているが.これま
でみたワンルーム化に対応して.当初の設定どおりには
使われていなL、。ほとんどの場合LDKには応接セット
が入っているが. ソファにすわるだけでなくニ一ドルパ
ンチ敷きの床にじかにすわったりねころんだリしてい
る。また南の6畳にもジュータンがかなり普及しており.
LDKと和毛の両)jに起居様式の折衷が広がるものは.縦
1'/ LDKで13/20戸.般生nDKてすま全1;である。これはワ
ンルーム内の起居隊式の折衷化傾向を示している。
3.生活行為の広がりと重なり
マンション屑f主将ーの生活スタイルの特徴は.概要のと
ころで少し述べた。ここでは生活とプランの対応を更に
詳しくみるためー生活を公的生活行為と私的生活行為及
び中間的生活行為に分けて.その広がりと重なりについ
表-1 各納からみたワンルームの広がりコ;:21 縦型 L D K 償型 L D K 計 LDK LDK+I室 LDK L D K LDK+l室 L DK 小計 小計 のみ+2室 +6畳 +4.5畳 のみ +2室 +6畳 +4.5畳
間仕切の開放範囲(就寝時) 35 20 14 (7) 1 (1) o (0) 5 (12) 15 13 (7) 1 (0) 1 (0) o (8) 
暖房一体化の範囲 35 20 14 l 。 5 15 12 1 1 
公的家具の広がり 35 20 。 9 2 9 15 4 5 3 3 
起居一様式折衷の広がり 35 20 5 6 2 7 15 5 4 6 。
公的生活行為の広がり 35 20 1 9 1 9 15 3 4 3 5 一
( 6 ) 
住田{也:集合住宅におけるワンルーム化現象
て分析する。図-6は. これらが間仕切の開放されたワ
ンルーム内でどのように!よがりまた屯なっているかを示
したものである。
公的生活行為とは.食事 ・だんらん ・接客をさし伝
的生活行為とは‘身じたく ・就寝・勉強をさす。また中
間的生活行為とは.公にも布、にも分類しきれないような
家事・育児 ・趣味などをさす。
まず縦型LDKと償型LDKに共通して.北の6畳は長
子が小学生以上になると子供室として確保され.最も独
立性の高い部屋になる。縦型LDKでの4.5畳はチ供宅か
夫紛3主宰ーになり，検型 LDKでの南の6畳の一万はi大子
の子供室になるが，いずれも間仕切が開けられ一体化し
て暖房ーされることが多いので、独立性はfs;，、残りのLDK
と市の6ままのつくるカギ型宅問は，公的生活行為と伝的
生活行為及び中間的生活行為の重後したセ聞となり.こ
れが大きな特徴である。
プランタイプ別に詳述しよう。まず縦型LDKである
が.食事には100%DK部分が使われる。またDKテーブ
ルの転用も盛んで.昼間の主婦の客などの簡単な接客用
に.またちょっとしたj売苫二などに.アイロンかけなどの
家事用にと{変われる。Lfl分は， "3択肢が顔を合わせる機
口 間仕切K よるワ九一
般型LDK
??
|ば
L 0 K . 'l * L D K
l D K Jワ与
ゐ免 U 明 世寝時 r. + l .of 
. 働 協t 
劫|動協 臨
吐取脳
勘助脳働 脳髄|
7 
1 勘助 協
•• 
戸， 
』易 目Z民
- 141 -
会がある時はだんらん空1mとして活用される。また.段
もポピュラー な接'o'やr，Jlでもある。その他.各々の家族
Jiが. TVをみたり.ステレオを聞いた り.休息を した
りする。世帯主は仕事の残リや趣味に.主婦は飽味や家
事に使う。このように.公的生活行為と徐々な中IHJ的生
活行為が展開されるのが特徴である。こういった行為は
LDKのみに収まらず.更に市の 6畳へと広がるものが
表-1にぷすように10/20戸ある。南の6畳はあらたまっ
た接客空間として使われる場合が10戸のうち8戸あり.
「座数J抱向がうかがわれる。ところが時jの6丑は夫婦
の寝室や主斎でもあり.公と布、の重複した~I切と なり易
い。住戸内で最も居住性の良いLDKとf朽の6畳のつく
るカギ型ワンルームli. こういった雑多な要求の作り出
す一体化した空間であるといえる。
償~LDK では. L部分が{主戸の中央にあるため使用
頻度が洛ち後客空間i的性格を強め，代わりに.表-1に
示すように10/15戸でだんらんや様々な中間的行為がl有
の6畳へと移行するのが特徴である。1将の6畳はほとん
どの場合夫紛の寝室でもあり.公とf1..の重複した空間と
なる。備型LDKでのしDKと南グ)6去のつくるカギ型ワ
ンルームは.縦型LDKと同僚の雑多な住要求のっくり
四払的叩1
LυKφ2、a LDK ILDK 
令 lザ I <l)み時 u 用 就寝時閉
? ?
??『?????
? ? ? ? ?
?『?
?
?
??
句麗
'主
|髄幽
j|幽 協
図-6 マンションの住み方(全戸のパターン)
( 7 ) 
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出す一体化したを]lfであるが， L部分の居住性が悪いた
め， 1翁の61主に口常的な生活が集慣してくるのが特徴で
ある，
これらの傾向をま とめると， 3私室と 1公室が与えら
れた 3LDKのプランは.生活行為からみてもその実態は
其なリ， <怠室 1!主><不完全な必室 l宅〉さらにく公室
と公・.f1.ifr複日昼と呼べる空間の一体化したワンルーム〉
の3つの部分に住み方が分かれるものが半数を占めてお
り.これは低下が小学生以上の場合に多くなる。この住
み方は， 2で述べた間仕切 ・暖房・家具 ・起居綴式によ
るワンルーム化と対応しており. しつらいと生活行為の
附iHから特徴づけられることを示している。
4.ワンルーム的住み}jの要因
このマンシ ョ ンは公私室1~ としては不完全で もとも
とワンルーム化しやすいプランだといえる。独立したな
室は北の6盛だけで.残りの2つの私室は LDKと連続
しており独、Z性は低い。しかしながら. 2.3での生活
実態の分析が示すように.ワンルーム的住み方は.プラ
ンの狭小性の一つの解決策としてあらわれてくるやむを
得ない住み万にとどまらず，今後の{主株式の発展に示唆
を与える干賞者~~内側IJ頂l を強〈持っていることも無視できな
い。つまり，マンションの住み方にみるように.住戸の
規模が大きくなり.各部屋の独立性を確保で、きる条件の
もとでも.ワンルーム化が起こっている点に注目するな
ら.それはプランの開政性がワンルーム化を促している
I削が械かにあるが.生活の合理化という点からも生じて
いる凶iも確かである。
そこで以 Fでは.ワンルーム的住み方の要因を列記し
償極函及ぴ問題点の鐙理を行い.本章のまとめとする。
①接客室袋ボlま強<，各家族只が様々な行為に使う屑n目
的空間とは分離される傾向がある。
②各個人の生活内容では.世帯主の趣味や仕事の残り.
主婦の趣味など多隙fじが日立つ。これにともなって家具
も地加するし一定の広きを持つ空間が必要とされる。
③家事作業にはユカザが好まれる。また一定の広さを持
つ常聞が必袋とされる n
④イスザとユカザが泌化すると L、う起居様式の折衷が.
LDKを洋三七 l何の6丑や4.51まを和室としては必ずしも
固定化せず.帥i.dの一体化を生んでいる。
⑤大2・'JH~凶器具が将及し.広い空間を一度に暖房する }j
が経済的である
⑥間仕切をl非lけ叙してお く方が掃除など様々な家事作業
に{更手IJである
⑦全般に家具の陀頬・数は多<.特に応接セット.TV， 
ステレオ. ピアノ.サイドボード.座敷十凡などの公的家
?
居 円一巳同・ー
，Q.の榊加がB立ち.これらがLDKにとどまらず和室に
も置かれ.公的性格を持つ空間を広げている。
③子供室は最も毛L室要求が強<.優先的に確保される。
⑨子供と夫婦の就寝は分離されるが.夫婦就寝l立平il.~を
確保するほどの強L、プライパシー要求を持たなL、。ある
いは持てない。
⑮家狭みんなが顔を合わせる「だんらんJといった生活
は.時間的にも内容的にもあまり充実していない。
⑬微々な生活行為の中には行なわれる時間がズレるもの
も多いので同一空間の転用も可能である。
こういった微々な要因が.子供案 lないし 2警の私室
幹と.LDK を含めて 2 室以上がワンルーン化した公~鮮
とに分かれる住み方を生むわけで，現実の往生活は.子
供室や夫婦寝室などの私室と公室としてのリビングルー
ムという情成には対応していかないことを示している.
ワンルーム的住み方は.上に列記した諸要因の重なりか
ら生じたものである。特に.①~⑦(;1:， LDK と I釘の 6~
がワンルーム化される場合の積極的な側面であり， f.主徴
~のJ包侃と今後の設計計画の検討において重要な窓味を
持つであろう。
一方.⑦~⑬l丸注意を要する要因である。⑦の家具
のJi刊1では.実際の生活上の必要性に線ざさないまま購
入されてはいないかどうか。⑧については.子供寝確保
は.特に子供の勉強とその他の生活との分離要求に似ざ
しており.子供の勉強のみが優先される生活スタイルに
問題はないのかどうか。③が優先されると必然的に⑨め
夫婦寝室が未確立になってくる。時間的に転用が可能で
あるとはいえ.夫婦のプライパシーが保たれなくてもよ
いのかどうか。また⑮の 「だんらんjの不十分さ(;1:， 1監
修二ヒの労働や通勤形態と子供の塾通い.習い事.広室使
用の長さ等の影響である。これは.個人生活の多際化と
ぷ裏一体をなすと思われ.注意してみつめる必要がある。
今後は.ワンルーム的住み方の積極函を評価しつつ.
現在進行している生活スタイルの問題点をみつめ.矛!行
を明らかにすることによって，j主様式の発展方向と集合
住宅の設計についての検討を深めてゆくことカ可思組とし
て残されている。
1.ワンルーム的住み方の比較検討
し住み方比較の慨要
本章では.公団3DKとマンション3LDKとの比較を
jlfiじて.食寝23プランと公私室型プランでのワンルーム
的{主み方の共通点と相i主点を検討する。
対象プランの共通点は.独立性のたiい個室が 1;室ある
こと.引退い戸で間仕切られた和室が2笠あることであ
る。桐i主点lふマンシ ョンの方が各個室の面積が少し広
( 8 ) 
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て残りのDKあるいはLDKとrHの61'1:1宅とがワン
jレー ム{じするの図-7が示すような く子供ネ+ワンルー
ム〉の住み)jがそうである。子供布陣保は.IlhJ おに共通
した大きな特徴である。
次に.ワンルームの性格についての共通点をいくつか
あげてみよう
①DKあるいはしDKと隣室の干u宗とのワンルーム化で与
あること. 子供が小学生くらいまでの間は.さらにもう
ひとつの仰従をもゆるくワンルーム化していることの
②ワンルーム内は概して大型眼房器lLで一体化して眼房
されることの
③起居ft~式はイスサとユカザの折変であること
@公的~H.かワンルーム内に広がること 公・紅、家具が
司昨夏する千!日lが生まれること。
以上が.公開 ・7 ンションのワンルーム的住みえJの概
要といえるの
3. 2つめ芯味をもっワンルーム
ワンルームの性絡を史に詳しくみてみると.公団と7
ンションではいくつかの相違点が存在し.それらが.公
団の住み}jを. <侠さの解決策としてのワンルーム>.< 
ンションのl主み}jを.<積極的な側面を持つワンルーム〉
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いこと. 14長-16貨のしDKがイスザで与えられている
ことである。
府住者の家族構成，:t. いずれも夫婦+子供2人の妓家
族が最も多いが.公同よりもマンションの}jが若干家族
の成長段階が高い 生活スタイルの共通点，:t. 各家校只
の生活時間がぱらぱらで.rたんらん といった行為は内
容的にも時間的にも充実していないのに対して.各個人
の生活は多緑化している点である。この傾向は.マン/ヨ
ン居住者の土fにより~~:くあらわれているの
2.ワンルーム的住み万の作在
公団3DKとマンション3LDKの第 lの共通点は.IlbJ 
!iともにワンルーム的住み)jが文自己的であること.それ
らが家族の成長段階に応じた変化を示すことである
この場合のワンルーム的住み}jとは.まず訟も独立性
の高い部屋が長子の子供宅として確立される。公団では
1有の4.51壬.<ンションでは北の6畳であり.ここは大半
がイスザになる。;大に.残った2室のうち.DKあるい
はしDKと一体化しにくい)jの部屋が. i，大子の子供宅か
あるいは夫婦寝実になるが.次子が小学校の向学年以上
になると . 一般に子供~が優先される。 この子供~は間
仕切が聞けられる場合が多<.独立性は低下する そし
ーーーー 且礎叫〆 ~1 fl切昨"，ゐ‘'骨 v.~， ~ ロヨ
Il r. a含唆 '17 H 'Il4， 
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ワンルーム的住み}jの比較
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として 件々特徴つ'けている。
公聞のf:Eみ}jが 〈侠さの解決策としてのワンルーム〉
にならざるを得ないのは.その絶対的な侠さからきてい
る。子供宅を除いた DK+6畳. あるいは DK+ 6 
il+4.5企て1 食'r;・ だんらん ・按符といった公的行為
や.私的行為である夫紛の就ね.'" InJ的行為である忽味
や休息 ・家'1';. などの微々な行為を行なうためには.各
~の後能を凶定化せず. なるべくで問を広げて. 可能な
限り宝聞の転I'IJをはかることが必要となろう。こういっ
た住要求が.1定房器具の大型化やじゅうたんの作法.家
具の.t{'l加. 家目I~労働の節減指向と結びついて生まれてき
たのが司 公開のワンルーム的住み方である。 D K~フラ
ンで想定される生活像は.食事と就寝の分離を住にして
いるが.f.JL;J.fの生活は. この第 lの秩序を守った上で大
きく変化し 多憾な展開をみせている。それにともなっ
て.新たな家具や一定の'予防!の1ムーがりが必痩とされるの
ところがー}jで.千供室の硲f)t!要求は長千年令が尚くな
るにつれて強まるため. 広さ~・;/(と 個室確保安;/(とが絶
えずぶつかりあっており.tf f1f.令に応じたく子供宅+
ワンルーム〉の1主み万が.解決策としてあらわれてくるの
ワンルーム内での生活のlIH~の度合は.子供の成長にし
たがって強まるので.公同では. 子供の勉強1・就ね以外
のf主要求は. 卜分に顕在化し得ていないと巧ー えられるn
これに刈して.<'ンンヨンの{主みfjが.<械僅的な而を
持つワンルーム〉だといえるのは.次の理由による。子
供室を除いた くLDK+ 6笠>.さらに徹底して残りの4.5
畳までも含めてワンルーム化されている場合. 食 '!~ ・ だ
んらん ・ 4安存 ・ メょMの就寝 ・ 家，!~ ・ 趣味・休息といった
綴々な行為が行なわれるが.これらのうち重なると因る
行為は.基本的には. DK1lI1分.L部分. I有の61J:に分
化しており.それらが集ってワンルームを形成している。
ワンルーム内の機能分化といってもよい。ワンルーム内
でさまざまな生活行為が雑射していても公[刊の均合ほど
問題が生じないのは.ワンルームの規模が広〈機能分化
が生じているからである。食事とその他の行為との分青色
そして.家族の生活と接'各との分離は.この機能分化の
2つの粍となっており.その紡*. 犬紛の就位と桜容と
が重なったり.夫婦の就寝とたんらん.a'に趣味 ・休息・
家事などの斗'1iI!的行為とがilなったリする これは.I主
戸規絞の増大 ・プランの変化にともない.公団では十分
に顕伝化していない多様な住要求め一両一一あまたまっ
た般客.TVをみること以外のJie市・音楽鑑賞・勉強 ・
仕事の残リ.t，準々 な勉味等ーーが顕在化したため.ワン
ルーム内が一定の俄能分化をみせつつも，これらの新た
な住生活行為がより容易にj民IlfJされる場所としてワン
居
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f' 
ルーム化が1足されてきているともみられる。こういった
{主安求が. H~U}Hまれの大塑化. 起1I!Ît，~.ttの折衷. 家具の
I哲加.家事労働の節減指向と結びついて生まれてきたの
が.マンションのワンルーム的住み}'jである。 LDK't!フ
ランiふ公的生活と広的生活への住生活の明確な分離を
F怨して設計されたものであるが.実際の生活では.公
と手Lの分離があまり明確ではないこと.公にも夜、にら分
けられない様々な"，間的行為が存在すること.さらに.
公と訟の分離よりも家族の生活と按容とを分けようとす
ることが特徴的であり.これらがパチ供室+ワンルーム〉
の{主み方を生んでいることが，今回のーi童の調査からl切
らカ‘となったの
4 .住機式の発展からみた分析諜題
食応分離と適正就寝を2つの柱としたDK型プランに
よって.これら 2つの秩序{むを渋還させるという役割は
確かに果たされたといえるだろう。しかし今日.集合住
宅の{主生活は新たな後聞をみせており. DK型プランの
d生1原理と住み)jとの聞のギャップが深まっているの府
{よ?l・lまワンルーム的i主み方といった解決策で何とか住み
こなしているが.その矛I行は大きい これらを改善する
ためには.空間と生前の両側面からのアプローチが求め
られているといえる。生活厨からは.子供室要求の異常
な';~i さ . -}jでの犬婦のプライパシー要求の弱さ.だん
らんの未確立等.M1々 な住要求を絶えず点検し全聞と
の，t.応でそれらをどう発展させるべきかを倹討してゆく
ことが重要であろう。また全開UIからは.住戸規ぬのJ広
大に対応した新たな設計原理の磯立が必要とされてい
る。これらにひとつの示唆を与えるのが.3LDK型マン
ションの{主み方である。公団と 7 ンションの比較によっ
て規恨の拡大がU:安求を顕在化させること。それは特に.
悌々な中間的行為や接客行為の展開と.ワンルーム内で
の機能分化としてあらわれることが明らかになったの D
K~プランの当面の発展方向が LDK Jf，'1プランにあると
いえるだろう しかしながら，LDK lf1フランの原確であ
る公的生活=しDK.fL自の生活=個室といった公私室分離
の図式に.実際の1七生活が単純にはあてはまらないと
いった一事実は. 今後の{主係式の発展方向を与えてゆく上
での重要なポイントて'ある。これが.公私室分離の1主't
活の定1に向けての現象なのか.それとも新たな住み)J
ノ〈ター ンのaJi月五なのかの検討が.今後の課題として伐さ
れている。
おわりに
集合住宅では.ワンルーム的{主み}jが支配的て・あるこ
と . DK~プランと LDK 型プランにおいては.そのあら
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われ万に重要な倒i主点があるニと.LDK型I;l:DK豆!の‘当
面の改善方向であること.がf切らかになった 集合(主主
でのしDK型プランについての認識についてはある何度
深まったものの公弘主型プランでの住生活の展開を概話
するという点になると‘またまだ検討の小卜分な点が多
〈残されている。今後. 公私~IHl分離51 と呼べるような
ワンルーム的{主み万の要因と発展万向をさらに深〈追求
するために.集合住宅に比べて住戸規伎が大きく室憐fll(:
においてさらに fl由度の高い独立住宅を対象とした住み
}IのJ町任研究へとつなげることが必要のようである。
、?
1 )ワンルーム的住み方の研究については.以下の文献
に報告されている
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